
 

 

 

 

堺市 子どもの生活に関する実態調査 
保護者向け調査 調査票      

 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

①ウェブブラウザのＵＲＬ欄に下のＵＲＬを入力するか、 二次元コードを読み取って、 

アクセスしてください。 

ＵＲＬ https://src.webcas.net/form/pub/src2/ 271403-s2 

② Ｉ Ｄとパスワードをそれぞれ半角英数字で入力してください。 

 あなたの Ｉ Ｄ⇒               パスワード⇒ 

※ Ｉ Ｄは重複回答を防ぐためにランダムで割り振っており、 個人が特定されることはありません。 

ks20001 

アンケートに関する 

お問い合わせ先 

堺市 子ども青少年局 子ども青少年育成部 子ども企画課 

T E L 072（228）7104（直通）※平日の 9:00～17：30 

F A X 072（228）7106  M a i l   koki@city.sakai.lg.jp 

住 所 〒590-0078 堺市堺区南瓦町３番１号 

＜ 調査協力のお願い ＞ 

堺市では、妊娠・出産から乳幼児期・学齢期・青少年期に至る切れめのない子ども・子育て 

支援施策を総合的に推進しています。 

この調査は、子どもの生活状況を保護者の方にお聞きし、堺市の子ども支援施策の充実や改

善に役立てるために調査を実施します。お忙しい中お手数ですが、調査にご協力いただきます

ようお願いします。 

◆調査票をお送りした方の選び方 

・堺市内の小学5年生、中学2年生、16歳・17歳（令和5年4月1日現在の満年齢16歳）の方の中から 

無作為に選びました。 

・調査票は「保護者用」と「子ども用」の2種類あります。「保護者用」は保護者の方が、 

「子ども用」はあて名のお子さんが、それぞれご回答ください。 

◆プライバシーへの配慮 

・名前や住所を書く必要はありません。回答は統計的に処理し、個人を特定することはありませ

ん。また、上記の目的以外には使用しません。 

◆回答にあたってのお願い （ふりがな付
つ

きの調査票
ちょうさひょう

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、お問
と

い合
あ

わせください） 

・質問文を読み、あてはまる選択肢の番号を○で囲んでください。「○は1つ」「あてはまる番号

すべてに○」などの指示にしたがって回答してください。 

・質問によっては、□内に人数などを直接記入するものがありますのでご注意ください。 

・答えたくない質問やあてはまらない質問には、答えなくても大丈夫です。 

・この調査で「お子さん」とは、あて名のお子さんのことです。「お子さん」と書かれた質問に

は、あて名のお子さんについてのみお答えください。 

・施設職員・ファミリーホーム・里親の方にお答えいただく場合は、可能な範囲でお答えください。 

・お子さんには保護者の回答を見せないでください。また、お子さんの回答を見ないでください。 

＜ 調査票の返信方法 ＞ 

回答後は、この保護者用の調査票と、お子さんの回答の入った「子ども用封筒」を返

信用封筒にまとめて入れ、令和6年1月4日（木）までに返信してください。 

切手は不要です。 

「保護者用」 

 

この調査はインターネット回答も可能です 

abcde 
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問 1 お子さんからみたあなたの続柄について教えてください。（○は１つ） 

問 2 あなたが日常生活でよく使う言葉はどれですか。（○は１つ） 

1．日本語 2．日本語以外 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 あなたの世帯の状況についてお聞きします。 

（1）あなたの世帯（世帯員）についてお聞きします。 

① 世帯員の人数は何人ですか。あなたとあて名のお子さんを 

含めた人数を記入してください。        人 

② 世帯員の人に介護または介助の必要な方はいますか。 

（○は１つ） 

１．いる  

２．いない 

③ 世帯員のうち、18歳未満の子どもの人数を記入してくださ

い。 
       人 

④ ③に記入した世帯員の子どものうち、小学校入学前の子ども

の人数を記入してください。        人 

（2）世帯員をすべて選んでください。（お子さんからみた続柄で、あてはまる番号すべてに○） 

1．あて名のお子さん 

4．きょうだい 

7．その他の人（  

2．お母さん 

5．おばあさん・おじいさん 

      ） 

3．お父さん 

6．おば・おじなど親戚 

（3）宛名のお子さんやきょうだいの中に、障害者手帳を持っている、または、発達障害の

診断を受けたことがある方はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．該当しない 2.宛名のお子さんが該当する 3.宛名のお子さんのきょうだいが該当

する               

1．お母さん 

3．おばあさん・おじいさん 

5．施設職員・ファミリーホーム・里親 

2．お父さん 

4．おば、おじなど親戚 

6．その他の人（          ） 

世帯の状況についてお聞きします 

※あなたの世帯について、令和５年４月１日現在の状況を教えてください。 

※世帯とは、普段、住居と生計を共にしている方々（世帯員）の集まりをいいます。血縁関係のない人でも同

居していれば世帯に含んでください。また、単身赴任の方も含みます。 

※世帯員には、旅行や出張などで一時的に自宅を離れている人や船員など就業場所を移動する人を含み

ます。 

※また、病院・診療所に入院している人を含みますが、住民登録を病院・診療所に移している人は除きます。

さらに、学業で世帯を離れている人、老人福祉施設などの社会福祉施設に入所している人を除きます。 

最初に、あなたとお子さんの関係についておたずねします 
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（4）お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。 

（○は１つ） 

1．結婚している 

（再婚や事実婚を含む） 

2．離婚 

4．未婚 

3．死別 

5．いない、わからない 

（4）で「2．離婚」に〇を付けた方にお聞きします。 

（5）離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。また、養育費を現在受け取

っていますか。（○は１つ） 

1．取り決めをしており、養育費を受け取っている 

2．特に取り決めはしていないが、養育費を受け取っている 

3．養育費の取り決めをしているが、受け取っていない（支払いが滞っている） 

4．養育費の取り決めをしておらず、受け取っていない 

皆さんにお聞きします。 

（6）あなたのお住まいは、どちらですか。（○は１つ） 

1．堺区 

5．南区 

2．中区 

6．北区 

3．東区 

7．美原区 

4．西区 

問 4 あなたの住居は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

1．持ち家（一戸建て・マンション含む。親・きょうだいの名義を含む） 

2．府営・市営の住宅     3．ＵＲ賃貸住宅・公社賃貸住宅 

4．民間の賃貸住宅      5．官舎・社宅     6．その他（      ） 

問 5 あなたの世帯には自家用車がありますか。（○は１つ） 

1．ある 2．ない 

問 6 あなたの家計の収支状況についておたずねします。 

（1）前年(令和 4年)の 1年間のあなたの家計の状況について教えてください。 

（○は１つ） 

1．黒字である（貯蓄できている） 

3．赤字でもなく黒字でもない 

2．赤字である 

4．わからない 

（1）で「2．赤字である」に〇を付けた方にお聞きします。 

（2）赤字の場合はどのようにしていますか。（○は１つ） 

1．貯蓄のとりくずし 

3．金融機関等からの借入 

2．親や親族などからの援助や借入 

4．その他（          ） 
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皆さんにお聞きします。 

（3）お子さんの将来のために貯蓄（学資保険等を含む）をしていますか。（○は１つ） 

1．貯蓄をしている 

3．貯蓄をするつもりはない 

2．貯蓄をしたいが、できていない 

 

問 7 あなたの世帯では、おおむね半年の間に、経済的な理由で、次のような経験をした

ことがありますか。（あてはまる番号すべてに○）  

1．電気・ガス・水道などが止められた 

2．クレジットカードの利用が停止になった 

3．国民健康保険料や国民年金の支払いが滞った 

4．電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞った 

5．家賃や住宅ローンの支払いが滞った 

6．食費を切りつめた 

7．新しい衣服や靴を買うのを控えた 

8．新聞や雑誌を買うのを控えた 

9．冠婚葬祭のつきあいを控えた 

10．医療機関の受診を控えた 

11．理髪店や美容院に行くのを控えた 

12．スマートフォンへの切替・利用を断念した 

13．敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断念した 

14．趣味やレジャーの出費を減らした 

15．金融機関などに借金をした 

16. 生活の見通しがたたなくて不安になった 

17. 鉄道やバスの利用を控え、自転車を使ったり歩くようにした 

18. 冷暖房の使用を控えた 

19. 友人・知人との外食を控えた 

20. 子ども部屋が欲しかったがつくれなった 

21．1～20の項目には、どれにもあてはまらない 
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問 8 お子さんのお母さんとお父さんの最後に通った学校について教えてください。 

（それぞれ○は１つ）※ひとり親の場合はあてはまる方だけに○をつけてください。 

お母さん お父さん 

1．中学校卒業 

2．高等学校卒業 

3．高専、短大、専門学校等卒業 

4．大学卒業 

5．大学院修了 

6．その他（         ） 

1．中学校卒業 

2．高等学校卒業 

3．高専、短大、専門学校等卒業 

4．大学卒業 

5．大学院修了 

6．その他（         ） 

 

問 9 お子さんの保護者の方の現在の就業状況についておたずねします。 

※現在、育児休業などで休業中の方は、復職するときの仕事の番号を選んでください。 

※ひとり親の場合はあてはまる質問にのみ答えてください。 

（1）①お母さんの就業状況について教えてください。（○は１つ） 

1．勤め（常勤・正規職員） 

2．勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員で 1か所に勤務） 

3．勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員で 2か所以上に勤務） 

4．自営業・家業  

5．その他の就業形態（                    ） 

6．無職で仕事をさがしている 

7．無職で仕事をさがしていない 

①で「7．仕事をさがしていない」に〇を付けた方にお聞きします。 

②仕事を探していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．家事や育児に専念 

3．介護や介助 

5．年金などの収入がある 

7．その他（        ） 

2．学生 

4．病気療養 

6．家賃や株式運用などの収入がある 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

5 

（2）①お父さんの就業状況について教えてください。（○は１つ） 

1．勤め（常勤・正規職員） 

2．勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員で 1か所に勤務） 

3．勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員で 2か所以上に勤務） 

4．自営業・家業 

5．その他の就業形態（                    ） 

6．無職で仕事をさがしている 

7．無職で仕事をさがしていない         

①で「7．仕事をさがしていない」に〇を付けた方にお聞きします。 

②仕事を探していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．家事や育児に専念 

3．介護や介助 

5．年金などの収入がある 

7．その他 

2．学生 

4．病気療養 

6．家賃や株式運用などの収入がある 

 

 

（3）お母さん、お父さん以外（おばあさん、おじいさん、おば、おじなど）が、主として

家計を支えている場合、その方の就業状況について教えてください。（○は１つ） 

1．勤め（常勤・正規職員） 

2．勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員で 1か所に勤務） 

3．勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員で 2か所以上に勤務） 

4．自営業・家業  

5．その他の就業形態 

6．仕事をしていない（年金、家賃、株式運用などの収入がある） 

 

問 10 お子さんの保護者の方が家にいる時間帯を選んでください。（○は１つ） 

※保護者の方には、おばあさん、おじいさん、おば、おじなど親戚などを含みます。 

※自宅が仕事場の場合は、仕事が終わる時間帯を選んでください。 

1．お子さんの下校時間には家にいる  

3．お子さんの寝る時間には家にいる 

5．帰宅時間が決まっていない 

2．お子さんの夕食時間には家にいる 

4．お子さんが寝た後に帰宅する 

6．その他 
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問 11 お子さんが家にいるとき、主にお子さんと過ごす時間が長いのはどなたですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

1．お母さん 

3．おばあさん  

5．きょうだい 

7．近所の人 

9．お子さんがひとりでいる 

2．お父さん 

4．おじいさん 

6．おば、おじなど親戚 

8．ファミリー・サポート・センター会員 

10．その他の人（         ） 

 

あて名のお子さんが小学生の保護者の方にお聞きします。 

問 12 お子さんは、「のびのびルーム」「放課後ルーム」「堺っ子くらぶ」などの「学童保

育」を利用していますか。（○は１つ） 

1．利用している 2．利用していない 

 

 

皆さんにお聞きします。 

問 13 あなたの世帯では、おおむね 1年の間に、経済的な理由で、次のような経験をし

たことがありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．子どもを医療機関に受診させることができなかった 

2．子どもの進路を変更した 

3．子どものための本や絵本、服や靴を買えなかった 

4．子どもにおこづかいを渡すことができなかった 

5．子どもを学校の遠足や修学旅行に参加させることができなかった 

6．子どもを学校のクラブ活動に参加させることができなかった 

7．子どもを学習塾や習い事に通わせることができなかった（通信教育を含む） 

8．子ども会、地域の行事（祭りなど）の活動に参加することができなかった 

9．子どもに誕生日プレゼントやお年玉をあげることができなかった 

10．子どもが必要とする文具や教材を買えなかった 

11．家族旅行（日帰りを含む）ができなかった 

12．1～11の項目には、どれにもあてはまらない 

 

  

お子さんのことについておたずねします 
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問 14 あなたとお子さんとの関係について、次の項目でもっとも近いものを選んでください。  

（1）あなたは、お子さんを信頼していますか。（○は１つ） 

1．とても信頼している 

3．あまり信頼していない 

2．信頼している 

4．信頼していない 

（2）あなたは、お子さんとよく会話をしますか。（○は１つ） 

1．よくする 

3．あまりしない 

2．する 

4．しない 

（3）次の①～⑧ついて、お子さんとの関わりの中で家庭で心がけていることについてお

答えください。（それぞれ○は１つ） 

 大変 

心がけて

いる 

心がけて

いる 

あまり 

心がけて

いない 

まったく

心がけて

いない 

① 規則正しい生活習慣を身につけてもらう 1 2 3 4 

② 毎日、朝食（または食事）を食べてもらう 1 2 3 4 

③ 本や新聞を読むようにすすめる 1 2 3 4 

④ 将来や進路についての話をする 1 2 3 4 

⑤ 勉強を教える 1 2 3 4 

⑥ 学校の出来事について聞く 1 2 3 4 

⑦ 悩みを聞く 1 2 3 4 

⑧ 褒める 1 2 3 4 

（4）あなたがお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間は、平日と休

日それぞれ 1日あたりどれくらいですか。（それぞれ○は１つ） 

平日 休日 

ア．0～15分未満 

イ．15分～30分未満 

ウ．30分～1時間未満 

エ．1時間～2時間未満 

オ．2時間～3時間未満 

カ．3時間～4時間未満 

キ．4時間以上 

ア．2時間未満 

イ．2時間～4時間未満 

ウ．4時間～6時間未満 

エ．6時間～8時間未満 

オ．8時間～10時間未満 

カ．10時間以上 

（5）あなたは、お子さんの将来に期待していますか。（○は１つ） 

1．とても期待している 

3．あまり期待していない 

2．期待している 

4．期待していない 

  



 

 

8 

問15 あなたは、お子さんの進学について、どこまで希望されていますか。（○は１つ） 

1．中学校 

4．大学 

7．考えたことがない 

2．高等学校 

5．大学院 

8．その他（      ） 

3．高専、短大、専門学校 

6．留学 

 

問 16 あなたは、お子さんが問 15の希望どおりの学校まで進むことになると思いますか。 

（○は１つ） 

1．思う 2．思わない 3．わからない 

問 16 で「2．思わない」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 17 その理由について教えてください。（あてはまる番号すべてに○） 

1．お子さんの希望と異なるから 

3. 経済的な余裕がないから 

2．お子さんの学力から考えて 

4. その他（           ） 

 

問 18 お子さんの通学状況について、もっとも近いものを教えてください。（○は１つ） 

1．ほぼ毎日通っている 

3．欠席が年間 30日以上、90日未満である 

5．欠席が 1年以上続いている 

2．欠席は年間 30日未満である 

4．欠席が年間 90日以上、1年未満である 

6．わからない 

 

問 19 お子さんは自分の家を居心地がいいと感じていると思いますか。（○は１つ） 

そう 

思う 

どちらかというと 

そう思う 

どちらかというと 

そう思わない 

そう 

思わない 

   1 ――――――――― 2 ―――――――― 3 ――――――― 4  
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問 20 お子さんがインターネットを利用するにあたって、ご家庭で決めている「インター

ネット利用のルール」があれば、すべて選んでください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

1．利用する時間 

2．利用する場所 

3．メールやメッセージを送る相手 

4．利用するサイトやアプリの内容 

5．送信・投稿する内容（例：他人を誹謗中傷する書き込みをしない等） 

6．利用者情報がもれないようにしている 

（例：パスワードや電話帳情報、位置情報（ＧＰＳ）等） 

7．ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法 

8．困ったときにはすぐ保護者に相談する 

9．その他（                              ） 

10．インターネット利用のルールは特にない 

11．インターネットを利用していない 

 

問 21 子どもの居場所について、おたずねします。 

（1）あなたのお子さんは、次のような「子どもの居場所」を利用したことがありますか。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

1．利用したことがある 2．利用したことがない → 問 21（３）へ 

（1）で「1．利用したことがある」に〇を付けた方にお聞きします。 

（2）お子さんが子どもの居場所を利用することで良いと思うことは何ですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

1．地域の人とつながれるから 

3．栄養バランスがとれた食事がでるから 

5．低額（または無料）でご飯が食べられるから 

7．お子さんが楽しんでいるから 

9．特になし 

2．お子さんが一人でご飯を食べずにすむから 

4．運営者が相談に乗ってくれるから 

6．宿題など勉強を見てくれるから 

8．その他（          ） 

 

 

  

・自宅や学校以外の場所で、子どもたちが本を読んだり、みんなで遊んだりできるような場所 

・子どもが無料または低額で食事ができる場所（子ども食堂） 

・自宅や学校、塾以外の場所で、無料のボランティアの方などが勉強を教える学習支援の場 
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（1）で「2．利用したことがない」に〇を付けた方にお聞きします。 

（3）子どもの居場所を利用しないのはなぜですか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．どこにあるか知らないから 

3．家で過ごしてほしいと思うから 

5．お子さんが「行きたくない」と言っているから 

7．利用したいと思わないから 

9．その他（           ） 

2．家の近く（小学校区内）にないから 

4．居場所のイメージがよくないから 

6．行きたい日・時間に開いていないから 

8．何をしているかわからないから 

 

 

 

 

問 22 初めて親となった年齢は何歳ですか。 

       歳 

 

問 23 あなたには、現在、心おきなく相談できる相手がいますか。（○は１つ） 

 

い
る 

今
は
い
な
い
が 

ほ
し
い 

今
は
い
な
い
が

必
要
な
い 

① 心配ごとや悩みごとを親身になって聞いてくれる人 1 2 3 

② あなたの気持ちを察して思いやってくれる人 1 2 3 

③ 趣味や興味のあることを一緒に話して、 

気分転換させてくれる人 
1 2 3 

④ お子さんとの関わりについて、適切な助言をしてくれる人 1 2 3 

⑤ お子さんの学びや遊びをゆたかにする情報を 

教えてくれる人（運動や文化活動） 
1 2 3 

⑥ お子さんの体調が悪いとき、医療機関に 

連れて行ってくれる人 
1 2 3 

⑦ 留守を頼める人 1 2 3 

  

あなたのことについておたずねします 
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問 24 あなたが困ったときや悩みがあるとき、相談相手や相談先はどこですか。 

その相談相手はどなたですか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．配偶者・パートナー 

2．親・親族 

3．子ども 

4．友人・知人 

5．隣人・地域の人 

6．職場関係者 

7．認定こども園、幼稚園、保育所の先生 

8．学校の先生やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー 

9．カウンセラーなど専門家 

10．学童保育の指導員  

11．民生委員児童委員 

12．医療機関の医師や看護師 

13．民間団体やボランティアの人 

14. 市役所など公的機関の職員 

15. インターネットのサイトへの書き込み、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ等）による相談 

16．その他（                             ） 

17．相談できる相手がいない 

※学童保育とは、「のびのびルーム」「放課後ルーム」「堺っ子くらぶ」も含みます。 

 

問 25 次のうち、身近にあるといいと思うことは何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

1．保護者どうしで気軽に話せる場 

2．ＳＮＳなどのインターネットを通じて悩みごとを話せるコミュニティ 

3．家事の援助が受けられること 

4．支援制度など必要な情報を届けてくれること 

5．その他（                                    ） 

 

問 26 不安やイライラなどの感情を子どもに向けてしまうことがありますか。（○は１つ） 

1．よくある  2．時々ある 3．ほとんどない  4．ない 

 

  



 

 

12 

問 27 あなた又は配偶者の方は、成人する前、以下のような経験をしたことがありますか。

（あてはまる番号すべてに○） 

1．両親が離婚した（未婚も含む） 

3．生活が経済的に困っていた 

5. 児童養護施設等で育ったことがある 

2．母又は父が亡くなった 

4．親から虐待されていたことがある 

6．1～5のいずれも経験したことがない 

 

問 28 次の①～⑤について、おたずねします。（それぞれ○は１つ） 

 そう 

思う 

まあそ

う思う 

あまり 

思わな

い 

思わ 

ない 

わから

ない 

① 自分が立てた目標や計画は 

うまくできる自信がある 
1 2 3 4 5 

② はじめはうまくいかない事でも、 

できるまでやり続ける 
1 2 3 4 5 

③ 人の集まりの中でうまくふるまえる 1 2 3 4 5 

④ 自分から友だちを作るのがうまい 1 2 3 4 5 

⑤ 人生で起きる問題の多くは 

自分で解決できる 
1 2 3 4 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あともう少しで終了です。 

お手数をおかけしますが、 

最後までご回答をよろしくお願いいたします。 
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問 29 あなたの心身の状態についておたずねします。（それぞれ○は１つ） 

（1）生活を楽しんでいますか。（仕事や家事、育児など） 

とても 

楽しんでいる 

 

楽しんでいる 

あまり 

楽しんでいない 

まったく 

楽しんでいない 

1 ―――――――― 2 ―――――――  3 ――――――― 4   

（2）将来に対して希望を持っていますか。 

持っている どちらでもない  持っていない 

1 ―――――――――――― 2 ――――――――――― 3  

（3）ストレスを発散できるものがありますか。 

ある どちらでもない  ない 

1 ―――――――――――― 2 ―――――――――――― 3  

（4）あなたの健康状態はいかがですか。 （あてはまる番号すべてに○） 

1．ねむれない 

3．歯がいたい 

5．ものを見づらい 

7．よくおなかがいたくなる 

9．よくかゆくなる 

11．やる気が起きない 

13．よく肩がこる 

15．とくに気になるところはない 

17．わからない 

2．よく頭がいたくなる 

4．不安な気持ちになる 

6．聞こえにくい 

8．よくかぜをひく 

10．まわりが気になる 

12．イライラする 

14．よく腰がいたくなる 

16．その他（             ） 

 

（5）あなたは、自分が幸せだと思いますか。 

とても幸せ 

だと思う 

幸せ 

だと思う 

あまり幸せ 

だと思わない 

幸せ 

だと思わない 

1 ―――――――― 2 ―――――――  3 ―――――――― 4   
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問 30 あなたの家計の経済状況についておたずねします。 

※施設職員・ファミリーホーム・里親の方はご回答不要です。 

 

（1）あなたの世帯で収入のある方の人数を教えてください。 

       人 

（2）あなたの世帯で主に家計を支えている方はどなたですか。お子さんからみた続柄

で、答えてください。（○は１つ） 

1．お母さん 

3．おばあさん、おじいさん 

5．その他（          ） 

2．お父さん 

4．おば・おじなど親戚 

 

（3）あなたの世帯では前年（令和 4年）に以下の手当や援助等を受けましたか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

1．児童手当 

2．就学援助制度 ※1 

3．児童扶養手当 ※2 

4．障害や難病の手当 ※3 

5．生活保護 

6．公的年金（老齢年金） 

7．公的年金（遺族年金、障害年金） 

8．雇用保険（失業保険） 

9．低所得の子育て世帯に対する子育て生活支援特別給付金 

10．新型コロナウイルス感染症に伴う生活福祉金（貸付金） 

11．養育費 

12．いずれも受けていない 

※1 「就学援助制度」とは、経済的な理由により、就学が困難と認められる児童生徒に対して、学用品費など

の費用の一部を援助する制度です。  

※2 「児童扶養手当」とは、父又は母と生計を同じくしていない 18歳到達後最初の年度末までの児童（児童

に政令で定める程度の障がいがある場合は 20歳未満の児童）を監護しているひとり親家庭の母又は父等

に支給される手当です。15歳までを対象とした「児童手当」とは異なります。 

※3 障害や難病を対象とした手当には、特別児童扶養手当、障害児福祉手当、重度障害者介護手当などが

あります。 

  

世帯の経済状況についておたずねします 
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（4）前年（令和 4年）のあなたの世帯の可処分所得（いわゆる手取り収入）の合計額

は、およそいくらでしたか。世帯の収入から、税金や社会保険料の額を差し引いた

後の額で答えてください。 

 

 

 

 

 

 

（○は１つ） 

1．50万円未満 

2．50～100万円未満 

3．100～150万円未満 

4．150～200万円未満 

5．200～250万円未満 

6．250～300万円未満 

7．300～350万円未満 

8．350～400万円未満 

9．400～450万円未満 

10．450～500万円未満 

11．500～550万円未満 

12．550～600万円未満 

13．600～650万円未満 

14．650～700万円未満 

15. 700～750万円未満 

16．750～800万円未満 

17．800～850万円未満 

18．850～900万円未満 

19．900～950万円未満 

20．950～1,000万円未満 

21．1,000～1,100万円未満 

22．1,100～1,200万円未満 

23．1,200～1,300万円未満 

24. 1,300～1,400万円未満 

25．1,400～1,500万円未満 

26．1,500～1,750万円未満 

27．1,750～2,000万円未満 

28．2,000～2,250万円未満 

29．2,250～2,500万円未満 

30. 2,500～2,750万円未満 

31．2,750～3,000万円未満 

32．3,000万円以上 

33．わからない 

問 31 毎日の生活で感じていることや育児に対する不安や必要なサポートなどを自由に

書いてください。 

 

 

 

 

質問は以上です。調査にご協力いただきありがとうございました。 

 

 

可処分所得 

（手取り収入） 
収入 ※1 － 

支払った税金や社会

保険料等の額 ※2 

※1 収入は、働いて得た給料だけでなく、株式配当などの 

副収入、生活保護、公的な手当・給付金、養育費、仕送りを含めた額です。 

※2 所得税、住民税、固定資産税、社会保険料、年金保険、介護保険などで 

支払った額です。 

 

この調査票と、お子さんの回答の入った 

「子ども用封筒」を返信用封筒にまとめて入れ、 

ポストに投函してください。 

 

＝ 


